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はじめに

比較的最近になって,肝 細胞癌ならびに胚芽細胞腫

瘍以外の α―Fetoprotein(以下 AFP)陽 性悪性腫瘍が

しばしば報告されてきているが,そ の多 くは胃癌であ

り,過去本邦におけるAFP陽 性胆嚢癌の報告例は,今

回調べえた限 りでは11例にすぎない.今回われわれは,

術前血中 AFP値 3,470ng/mlと高値を示 し,切 除後5

ng/mlと 著明に低下,そ の後転移・再発により再び695

ng/mlと 上昇を示 し,Peroxidase antiperoxidase(以

下 PAP)法 により腫瘍細胞にAFPを 確認しえた胆裏

癌の 1例 を経験したので報告する。

症  例

患者 :34歳,男 性,建 築業.

主訴 :右季肋部痛.

既往歴および家族歴 :特記すべきことなし.

現病歴 :昭和58年6月 30日夜中突然右季肋部痛を自

覚した。嘔気,嘔 吐はなく,痛 みは背部へ放散 した.

痛みは近医よりの投薬にて軽快 し,そ の後痛みが無い

ため放置 していたが,同 年 9月 7日 夜中再び右季肋部
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痛が出現し近医入院となった。血液検査にて閉塞性黄

痘を疑われ,精 査加療の目的で当科へ紹介された。使

通は正常で,タ ール便,灰 白色便は認められなかった。

また体重減少も認められなかった.

入院時現症 :身長163cm,体 重53kg,皮 膚は軽度黄

染し,眼 球結膜は黄染著明であった。眼険強膜には貧

血は認められなかった。腹部は平坦,肝 ・陣は触知せ

ず,右 季肋部に軽度の圧痛,抵 抗を認めたが,Cour‐

voisier兆候は認めず,腫 瘤も触知しえなかった。腹水

は認められず,直 腸指診にても異常所見はなかった。

検査所見 :末精血液像では,貧 血なく,自 血球は

15,000/mm3と 増多を認め,分 画上核左方移動を認め

た。肝機能検査では,T,P.7.2g/dl,Alb 4.3g/dl,A/

G比 1.5,COT 88mU/ml,GPT 250mU/ml,T.Bil.

16.3ng/dl,D.Bll.8.9mg/dl,ALP 19.9KAU,γ GTP

92mU/ml,LAP 200mU/ml,LDH 502mU/ml,チ モー

ル反応正常,ク ンケル反応正常, と閉塞性黄痘が疑わ

れた。血清アミラーゼ値,腎 機能検査,血 清電解質は

正 常域 にあった。なお, 血 清 C a r c i n o e m b r y o n i c

Antigen(CEA)値 は3.3ng/mlと軽度上昇を認め,血

清AFP値 は3,470ng/mlと著明な上昇を認めた。血清

Human Chorionic Gonadotropin(HCG)値は正常域
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していたが,肝 床部から肝への浸潤ならびに胆嚢管ヘ

の浸潤は認めなかった(図2).症 例は,取扱い規約上,

G f b n , c i r c , S 2 , H i n f O , H O , B O , P 。, N 2 ( 十) , M ( ―) , S t

(一),の Stage IIIであった1).

病理組織所見 :腫場は,粘 膜面より髄様増殖を示 し

内腔面への隆起性増殖が見られ,胆嚢癌 と診断された。

また,肝 床部への増殖があ り被膜まで達 し, ごく一部

では肝実質内への侵襲が見られた。腫瘍細胞は medul‐

lary～tubularな増殖が主であるが,papillary pattem

も見られた。また,N/C比 は大であるが,cytOplasma

は類粒状で比較的豊富であった (図3a).所 属 リンパ

図 3a 切 除標本組織像.×20,H.E

medullary～tubularな増殖を主とする胆襲痛 と診

断された.

画像診断 :腹部超音波検査では,胆 嚢は腫大,胆 嚢

内にほぼ内腔全体を占める腫瘤形成を認め,著 明な壁

肥厚ならびに壁の不整を認め,総 胆管ならびに肝内胆

管に拡張が認められた(図 1). コンピューター断層写

真でも同様の所見が得 られたが,肝 内侵襲は不明瞭で

あった。経皮経肝的胆道造影では総胆管に結石を 1個

認め,胆 嚢は全 く描出されなかった。血管造影では,

胆嚢動脈の軽度拡張を認めた。

以上の所見 より総胆管結石症ならびに胆嚢癌を疑

t ,ヽ経皮経肝的胆管 ドレナージにて総 ビリルビン値1.8

ng/dlに まで減黄をはかった上,昭 和58年10月20日開

腹した。

手術所見 :開腹時,腹 水はなく,腹 膜は正常であっ

た。胆嚢は緊満 し,壁 は著明に肥厚,自 色変調を認め,

胆嚢全体に腫瘤を形成 し,胆 嚢癌が疑われた。術中超

音波検査では肝内転移は認められなかった。肉眼的に

は,肝 床部から肝への浸潤は認められなかったが,腫

易は明らかに奨膜面に出ていたため,胆 嚢摘出術 ・肝

部分切除術 (肝右前下 ,中下区域,Couinaud IV,V

Bisegmentectomyに 準ずる)な らびに リンパ節郭清

(R2)を 行った。 リンパ節は,12bl,12b2,13a,に転移

を認めた1)。なお総胆管結石に対しては,総胆管切開術

ならびにT字 管 ドレナージ術を施行し,総 胆管内にコ

レステロール系結石 1個 を認めた.

切除標本 :腫瘍は13×10×8cm,黄 自色,充 実性で,

胆嚢底 ・体部を中心 としてほぼ胆嚢の内陸全体を満た

図1 腹 部超音波検査

胆嚢は腫大,胆 嚢内の腫瘤形成を認め,著 明な壁肥

厚ならびに壁の不整を認めた.

図 2 摘 出標本



1985年9月

図 3b 切 除標本組織像.×200,P,A.P

PAP法 において,腫易細胞の胞体内に陽性反応が見

られた。

節にも同様の腫瘍細胞の転移を認めた。

市販ウサギ抗 AFP血 清 (国際試薬社製)を用いた酵

素抗体法 (PAP法 )で は,い ずれの組織型の部分にお

いても,腫 瘍細胞の胞体内に陽性反応が見られた (図

3b)。 しかし,肝組織には肝硬変の所見は認められず,

腫瘍に接した正常肝細胞においては陽性反応は認めら

れなかった。

術後経過 t術後経過はおおむね良好で,患 者は術後

6週 間で退院した.血清 AFP値 は速やかに低下し,術

後 8週 間日には5ng/mlと 正常値を示した。しかし,術

後 5カ 月日ごろより腹水貯留を認め,腹 腔穿刺液の細

胞診で癌細胞を確認,癌 性腹膜炎 と診断された。また,

コンピューター断層写真では,多 数の肝転移ならびに

陣頭部周囲の リンパ節転移 と思われる像が認められ,

思者は術後10カ月目に癌性腹膜炎により死亡した。な

お,血 清 AFP値 は術後 4カ 月目ごろより徐々に増加

し,死 亡直前には695ng/mlに まで上昇した。

剖検所見 1腹膜 ・腸間膜に播種性転移を認め,肝 内

にも多数の転移巣を認めた。また,大 動脈傍 リンパ節

にも多数の転移を認めた。各転移巣からの癌細胞には,

PAP染 色法により,AFPが 証明された。

考  察

一般に血中 AFP値 は,肝 細胞癌ならびに胎生期癌

や卵黄嚢腫瘍などの胚芽細胞腫瘍において高頻度に高
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値を示すとされているが2),1970年Bourreilleりおよび

0'Conorら 。の胃癌および膵癌におけるAFP陽 性例

の報告以来,今 日までに各種癌におけるAFP陽 性例

がしばしば報告されてきている, しかしその多 くは胃

癌であ り,加 藤 ら"のヘパ トーマ ●悪性奇形腫以外の

AFP陽 性癌71例の集計においても,胃癌が57例と大半

を占め,続 いて肝癌 6例 であり,胆 嚢癌は 2例 にすぎ

ない。今回われわれの調べえた限 りでは,本 邦におけ

るAFP陽 性胆嚢癌 は,自 験例 1例 を含めて12例で

あった (表 1).胃 癌や胆裏癌などで血中 AFP値 が高

値を示す原因として,ま ず第 1に ,多 くの症例が肝転

移を有することから5),再生現象による幼若肝細胞の

出現などにより転移単周辺の肝組織が AFPを 産生す

るとの報告がある1つ
。今回の AFP陽 性胆嚢癌の集計

においても,主 病変のみが確認 された時点では AFP

陰性であ りながら,画 像診断もしくは剖検にて肝転移

が証明されるのと呼応 して血中 AFP値 が高値を示 し

た症例の報告も散見されるり1め.

しかし一方,1971年,Bernadesら
1ゆの肝転移 も肝癌

もない AFP陽 性胃癌症例の報告以来,原 発あるいは

転移巣の癌組織 自体に AFPが 証明 されるとす る報

告
1の192いも多 く,最近では,少 なくとも血中 AFP値 が

非常に高値を示すものについては,癌自体よりの AFP

産生は間違いないところと考えられている21),自験471

では,原 発巣, リンパ節転移巣,肝 転移巣の癌細胞に

おいては PAP染 色陽性であり,AFPの 局在が証明さ

れたが,肝 転移巣周辺の正常肝細胞内では PAP染 色

は陰性であった。このことからも,本 症例においては,

癌細胞 自体か らの AFP産 生が強 く疑われた。児玉

ら21)は,AFP陽 性胃癌の特徴 として,“明るくぬけた細

胞質
"の

存在を報告 しているが,今 回の胆嚢癌症例に

おいては特徴的な所見は認められなかった。

表 1
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さて, 自験例を含めた AFP陽 性胆嚢癌12例につ き

検討する。発症年齢は32～79歳,平 均627+14.4歳 ,

性別は男性 4 Trl,女性 8例 とやや女性に多 く, これ ら

は胆裏癌全体の集計
2のとほとんど差はなかった。初診

時 AFP値 は320～380,000ng/mlと かな りのば らつ き

を示 した。 自験例を除 く11例はいずれ も肝転移を有す

る Stage IVの 症例であ り, 1例 において も姑息的胆

襲摘出術が施行 されているものの根治的治療のなされ

た症例はな く,全 例 6カ 月以内に死亡 している。 これ

に対 して, 自験例では術中超音波検査においても肝転

移は認めず,根 治的切除術を施行,術 後積極的な化学

療法を追加 したにもかかわ らず,術 後10カ月 日に死亡

した。12211中,姑 息的あるいは根治的切除術の施行 さ

れた ものは自験例を含めて 2例 であるが,い ずれ も原

発巣切除後,血 中 AFP値 は著明に低下 し,転 移再発 と

同時に再び著明に上昇 している。少な くともこの 2例

においては,血 中 AFP値 の変動が癌の消退,増 殖を反

映 している可能性が示唆 された。診断技術および治療

成績の向上により,各 種臓器におけるAFP陽 性癌の

報告はこれからも増 えて くるもの と考えられるが,今

後の,各 種癌 における多面的機能ならびに AFP産 生

機序の解析が待たれる。

ま と め

PAP染 色にて腫瘍細胞中に AFPを 証明 し,術 後血

中 AFP値 が正常化 した胆嚢癌の 1切 除例を経験 した

ので,本 邦報告例の集計を加えて報告 した。
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